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　※いわて防災学教室のバックナンバーは、岩手大

学地域防災研究センターのホームページ「公開情報」

で閲覧できます。
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　2014年８月広島市の新興住宅地などを直撃し犠牲者
77名を出した土石流災害（写真：国土地理院提供）

　近年、毎年のように日本のどこかで洪水、浸水災

害や土砂災害が発生しています。一般に、地震や津

波に比べ、洪水、浸水災害や土砂災害は局所的であ

るため、災害の伝承がなされないケースが多いと思

います。こうした中、平成26年（2014年）に広島市

で77人が犠牲になった「平成26年８月20日発生広島

土砂災害」の教訓を伝える伝承館が23年９月１日に

オープンしました。本災害の犠牲者のほとんどは土

石流など土砂災害によるものです。伝承館は豪雨に

よる土石流などで53人が犠牲となった被災地である

広島市安佐南区八木地区にあります。平成26年当時

に広島市が行った被災地の住民アンケートでは、自

分の居住地が危険・やや危険と認識していた人は半

分以下でした。

　24年６月６日（木）に令和６年度（第42回）土砂

災害防止「全国の集い」in広島が国土交通省と広島

県の主催により開催され、筆者も「集い」に参加す

るとともに、「広島市豪雨災害伝承館」を見学するこ

とができました。松井憲副館長にインタビューする

こともできました。

　23年９月にオープンした「広島市豪雨災害伝承館」

の概要は以下の通りです。

・所在地：広島県広島市安佐南区八木３丁目24-23

・開館時間：10:00～17:00

・休館日：月曜日、休日の翌日（直後の日曜日、土

曜日または休日でない日）、８月６日、年末年始

・入館料：無料

・研修室１～３：１階。避難所としての使用も想定

されています。

・展示エリア：２階

　本伝承館は、広島市豪雨災害伝承館条例に基づき

広島市が設置したもので、市の指定管理者となった

「梅林学区復興まちづくり協議会」が管理していま

す。鉄筋コンクリート（地上２階・塔屋１階）で、

建築面積は311.53㎡、延べ床面積は496.41㎡です。

事業費は総額４億円で、国土交通省と広島市が折半

しました。運営費は広島市が支出しています。

　伝承館の特徴は以下の通りです。

１．計画の策定から完成、そして運営まで被災した

地域の住民（「梅林学区復興まちづくり協議会」）

が主体となっています。現在、７名の方が常時つ

めていますが、全員地域の方で、被災された方も

います。まさに地域で被災された方が、被災の経

験を県内外の方々に伝承しています。

２．２階の展示エリアではパネルや土石流災害のＣ

Ｇなどで当時の災害の状況を学ぶことができま

す。ＣＧは音響など大変迫力あるものです。また

自然災害の備えのポイントなども解説していま

す。

３．当時の災害について展示するだけではなく「学

ぶ」という大きな役割も目的としています。１階

の研修室は、２階の展示エリアよりも面積は広く、

最大120人が入ることができます。伝承館ではふ

だんの備えや避難の方法など、およそ100のカリ

キュラムが用意され、多くの方が受講されていま

す。

　　本伝承館は地域の避難場所でもあり、段ボール

ベッドや簡易トイレなどを備蓄している他、隣接

する公園には、かまどの機能を持った「かまどベ

ンチ」が設置されています。

４．被災後、地区ではお年寄りなど家にこもる人が

多くなったため、新しいコミュニティーをつくろ

うと地域の方々は、災害から1年半以上たった平

成28年（2016年）4月に造られた被災者の復興交

流施設（モンドラゴン）を運営してきました。モ

ンドラゴンはスペイン語で「竜のすむ山」を意味

し、災害を忘れず乗り越えようとの思いが込めら

れています。ここではお好み焼きを食べながら気

軽に話を交わすことができ、県外からも人が集ま

る防災拠点になりました。また災害の伝承活動も

活発に行われてきました。

　　本伝承館は復興交流施設（モンドラゴン）のこ

れまでの伝承活動の流れを引き継ぐものです。

　土砂災害や洪水・浸水災害の被害は津波や洪水に

比べ局所的ですが、毎年日本のどこかで必ず発生し、

大きな被害

を出してい

ます。こう

した土砂災

害などをメ

インとした

伝承館は全

国的に非常

に少ないの

が現状です

（岩手県で

は北上川学

習 交 流 館

「あいぽーと」（一関市）、2008年岩手・宮城内陸地

震震災遺構（一関市）、イーハトーブ火山局（八幡平

市）などがあります）。被災した地域の方々が計画の

策定から完成、そして運営までをされている「広島

市災害伝承館」を、ぜひ機会があれば訪問してくだ

さい。

　2024年６月広島市豪雨災害伝承館の見学者
（広島県砂防課提供）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　県北広域振興局久慈審査指導監

は、簡易総合評価落札方式（簡易

２型）で「二級河川久慈川筋大川

目地区築堤詳細設計ほか業務委

託」を入札した結果、セントラル

コンサルタントが3363万4500円で

落札した。

　この業務は、久慈川水系の河川

改修事業実施のため、過年度成果

品を加味し、詳細設計などを行う

もの。委託期間は253日間を予定

している。

　業務対象地域は久慈市大川目町

地内で、業務内容を見ると、測量

0.29㌔、築堤詳細設計一式、樋門

詳細設計１基、地質調査一式など。

　この業務は県土整備部ＢＩＭ／

ＣＩＭ適用業務（発注者指定型）

の対象で、▽出来上がり全体イメ

ージの確認▽特定部の確認（２次

元図面の確認補助）▽鉄筋の干渉

チェック―について、３次元モデ

ルを作成または更新し活用する。

2025年度・一戸町一般会計当初予算

　一戸町の25年度当初予算は、一

般会計の総額が前年度当初と比較

し（以下同）9.1％増となる91億7

700万円となった。普通建設事業

費は、45.5％の大幅増となる11億

2408万円。投資的事業を積極的に

盛り込み、増額となった。主な事

業は、旧朴舘家住宅保存修理事業、

町道の整備や維持補修、橋梁補修

などを計画している。

　歳入では、町税が、前年度実施

された住民税定額減税の減収分の

戻りを反映し個人町民税で増とな

ることを要因に増。地方交付税は

例年の実績ベースを加味して増を

見込んだ。投資的事業を多く盛り

込んだことで、国庫支出金が大き

く増となっているほか、県支出金

や町債なども増を見込む。繰入金

も同様の要因で増で、必要な財源

を確保した。

　歳出の性質別は、普通建設事業

費が補助、単独、県営事業負担金

のいずれも増で、特にも補助と県

営事業負担金の増が目立つ。災害

復旧事業費は前年度と同額で、整

理科目のみを計上している。

　目的別で見ると、旧朴舘家住宅

保存修理事業を盛り込んだ教育費

が大幅増となっているほか、土木

費も町道整備や町道維持補修など

について前年度から予算が上乗せ

となっており、大きく増。農林費

や総務費など、軒並み増となって

いる。

　当初予算に盛り込まれた主な事

業は、前年度に修理に向けた設計

を進めた旧朴舘家住宅で施工に入

る予定で、３億655万6000円を確

保する。国指定文化財の旧朴舘家

住宅の保全を図るため、改修工事

を進めていく。

　町道関係では、町道維持補修事

業に２億799万4000円、町道整備

事業に１億3624万4000円を、それ

ぞれ充てる。維持補修は、道路維

持作業や施工などを実施する。町

道整備に関しては、摺糠平糠線や

中田線で改良工事を見込むほか、

名子根線の測量設計、岳川西岳ス

キー場線での融雪設備測量設計な

どを計画している。

　新規の扱いとしている橋梁維持

事業では、定期点検に4425万円を

措置している。橋梁の補修では、

6700万円を盛り込み、相ノ山橋な

どで補修工事を進めたい考えだ。

　このほか、土木費には、県が進

める都市計画道路上野西法寺線第

３期の街路事業への負担金に3192

万8000円を計上した。都市計画マ

スタープランおよび立地適正化計

画策定、町営住宅・子育て支援住

宅の修繕なども予定している。

　農林費は、農道橋の改修に8000

万円を充て保全対策を実施。県営

のほ場整備事業への補助金なども

盛り込む。

　教育費は、廃校施設処分計画に

基づき進める、旧平糠小中学校の

解体に7045万円。屋内ゲートボー

ル場では、施設の長寿命化を図る

ため屋根や外壁を改修する。鳥海

小学校を地区センターとして利用

するため各所の改修、小中学校の

改修なども予定している。

　商工費では、老朽化している奥

中山高原センターハウスのリニュ

ーアルに向けた設計に1114万3000

円を措置する。サラダボウル・こ

ずやでは、屋根と外壁の改修を計

画。道の駅については、不動産鑑

定評価を予定している。

　民生費は、新規の特別養護老人

ホーム・高齢者グループホームへ

のエアコン設置に2000万円など。

総務費では、有線共聴設備更新補

助事業に7194万円を盛り込み、テ

レビ難視聴地域解消のため、テレ

ビ共同受信組合に対して設備更新

工事に係る費用を助成する。

　事業会計については、水道事業

の資本的支出が３億8792万円で、

水道施設改良・更新工事などを進

める。

　下水道事業は、公共下水道事業

の資本的支出に４億7298万8000円

を計上し、処理場の更新や設計、

ストックマネジメント計画を推進

する。農業集落排水事業の資本的

支出は2012万1000円で汚水枡設置

工事など。生活排水処理事業の資

本的支出が4124万9000円となって

おり、浄化槽の設置などを計画し

ている。


